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タ
イ
ヒ
マ
ン
氏
は
ま
ず
、

こ
れ
ま
で
の
経
過
と
し
て
、

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の
世
界
で

の
感
染
者
数
・
死
亡
者
数
の

状
況
の
説
明
の
後
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
―
19
に
罹
患
（
り
か

ん
）
し
た
場
合
の
経
過
と
、

急
性
期
を
超
え
て
症
状
が
継

続
す
る
場
合
（
Ｌ
ｏ
ｎ
ｇ
　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
）
の
特
徴
に
つ

い
て
説
明
し
た
。
Ｌ
ｏ
ｎ
ｇ

　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
は
、
症
状
が

初
期
か
ら
継
続
す
る
場
合

と
、
回
復
後
か
ら
開
始
す
る

場
合
が
あ
り
、
時
間
の
経
過

と
と
も
に
現
れ
た
り
消
え
た

り
、
ま
た
は
再
発
す
る
こ
と

が
あ
り
、
女
性
に
多
く
、
他

の
診
断
名
で
は
説
明
で
き
な

い
症
状
が
み
ら
れ
る
こ
と
、

ま
た
、
多
臓
器
障
害
に
よ
り

さ
ま
ざ
ま
な
持
続
的
症
状
が

現
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
Ｌ

ｏ
ｎ
ｇ
　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
の
症

状
は
変
異
株
に
よ
り
異
な

り
、
２
０
０
項
目
以
上
の
症

状
が
該
当
す
る
こ
と
が
あ
る

た
め
、
治
療
は
複
雑
で
難
し

く
、
国
に
よ
っ
て
は
Ｌ
ｏ
ｎ

ｇ
　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
患
者
を
支

援
す
る
設
備
や
組
織
を
立
ち

上
げ
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
構

築
し
て
治
療
に
当
た
っ
て
い

る
こ
と
を
説
明
し
た
。

　
死
亡
率
・
罹
患
率
の
考
察

で
は
、
ま
ず
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―

19
に
感
染
し
た
場
合
に
ウ
イ

ル
ス
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な

臓
器
障
害
が
発
生
す
る
の

か
、
重
篤
度
や
感
染
期
間
に

影
響
を
受
け
ず
Ｌ
ｏ
ｎ
ｇ
　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
を
発
症
す
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
説
明
。

次
に
、
各
国
の
さ
ま
ざ
ま
な

調
査
結
果
を
紹
介
し
た
。
米

国
の
12
カ
月
死
亡
率
の
調
査

で
は
、
重
症
者
は
回
復
後
も

し
ば
ら
く
死
亡
率
が
高
い
状

況
が
続
き
、
そ
の
後
横
ば
い

に
な
る
こ
と
を
示
し
た
。
エ

ス
ト
ニ
ア
の
長
期
死
亡
率
調

査
で
は
、
感
染
か
ら
35
日
ま

で
の
重
篤
・
重
症
・
非
重
症

者
そ
れ
ぞ
れ
で
の
死
亡
率
に

大
幅
な
違
い
が
あ
る
こ
と

や
、
60
歳
以
上
で
は
感
染
か

ら
85
日
以
降
の
死
亡
率
が
非

感
染
者
と
比
較
し
て
高
く
な

る
こ
と
を
示
し
た
。
オ
ラ
ン

ダ
の
感
染
前
後
症
状
の
報
告

で
は
、
女
性
の
方
が
感
染
後

に
全
身
倦
怠
感
を
生
じ
る
確

率
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
ま

た
、
各
国
の
Ｌ
ｏ
ｎ
ｇ
　
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
症
状
の
持
続
期
間

調
査
で
は
、
平
均
し
て
入
院

患
者
で
は
９
カ
月
、
非
入
院

患
者
で
は
４
カ
月
継
続
す
る

と
の
結
果
が
出
た
こ
と
を
説

明
し
た
。
米
国
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
―
19
の
長
期
的
な
神
経
学

的
転
帰
の
リ
ス
ク
調
査
で

は
、
非
感
染
者
と
比
較
し
た

場
合
、
感
染
者
は
入
院
が
な

く
て
も
神
経
学
的
後
遺
症
の

リ
ス
ク
や
負
担
が
増
加
す
る

こ
と
が
示
さ
れ
た
。
英
国
で

は
急
性
期
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19

と
心
血
管
障
害
の
リ
ス
ク
増

加
と
の
関
連
性
を
調
査
し
、

一
般
的
に
は
心
血
管
障
害
リ

ス
ク
は
感
染
後
す
ぐ
に
正
常

レ
ベ
ル
に
戻
る
こ
と
が
分
か

っ
た
が
、
感
染
後
か
ら
少
な

く
と
も
12
週
間
は
新
規
の
糖

尿
病
の
発
症
リ
ス
ク
が
上
昇

し
、
そ
の
後
低
下
し
た
と
い

う
デ
ー
タ
が
あ
る
こ
と
を
示

し
た
。
チ
ャ
プ
タ
ー
の
最
後

で
は
、
Ｌ
ｏ
ｎ
ｇ
　
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
で
影
響
を
受
け
る
範
囲

は
、
単
一
の
疾
患
に
限
ら
れ

な
い
こ
と
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
発
表

で
は
10
～
20
％
の
患
者
で
慢

各
国
の
死
亡
率
・
罹
患
率
調
査
か
ら
考
察

講演するタイヒマン氏

　
日
本
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
協
会
は
12
月
８
日
、
第
74
回
教
育
講
習
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。
ハ
ノ
ー
バ

ー
再
保
険
グ
ル
ー
プ
メ
デ
ィ
カ
ル
オ
フ
ィ
サ
ー
兼
ラ
イ
フ
・
リ
ス
ク
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
部
門
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
タ
イ
ヒ
マ
ン
氏
（D

r.G
abriele T

eich
m
an
n

）
が
、
Ｌ
ｏ
ｎ
ｇ
　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
（
後
遺

症
）
と
生
命
保
険
へ
の
影
響
を
テ
ー
マ
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
、
死
亡
率
・
罹
患
率
の
考
察
、
生
命
保
険
へ
の
影
響
と

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
当
日
の
ラ
イ
ブ
配
信
と
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
で
合
計
１
２
６
人
（
２
０
２
０
年
12

月
22
日
時
点
）
が
視
聴
し
た
。

日
本
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
協
会
　

第
74
回
教
育
講
習
会

コ
ロ
ナ
後
遺
症
と
保
険
へ
の
影
響
解
説

性
的
疾
患
や
持
続
的
後
遺
症

症
状
が
当
て
は
ま
る
と
し
た

が
、
各
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
調

査
か
ら
は
Ｌ
ｏ
ｎ
ｇ
　
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
の
影
響
が
発
生
す
る

患
者
は
２
～
80
％
に
わ
た
る

と
い
う
見
解
も
発
表
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

　
生
命
保
険
へ
の
影
響
と
今

後
の
見
通
し
で
は
、
「
Ｌ
ｏ

ｎ
ｇ
　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
は
不
明

点
が
ま
だ
多
く
、
症
状
の
悪

化
や
長
期
持
続
す
る
リ
ス
ク

に
対
し
て
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
が
ど
こ
ま
で
対
応
で

き
る
か
と
い
う
局
面
に
立
っ

て
お
り
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら

蓄
積
さ
れ
て
い
く
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
や
科
学
的
進
展
に
応

じ
て
、
リ
ス
ク
要
素
の
考
慮

や
料
率
の
見
直
し
、
引
受
基

準
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
」
と
の
考
え
を

示
し
た
。

　
タ
イ
ヒ
マ
ン
氏
は
最
後
の

ま
と
め
で
、
Ｌ
ｏ
ｎ
ｇ
　
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
の
死
亡
率
は
増
加

し
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に

横
ば
い
に
な
る
傾
向
が
あ
る

が
、
現
在
の
調
査
期
間
の
12

カ
月
間
を
超
え
た
場
合
の
影

響
も
今
後
注
視
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
し
、
「
今
後
の

展
望
と
し
て
私
た
ち
は
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
と
と
も
に
生
き

る
と
い
う
こ
と
を
受
け
入
れ

な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
語

っ
た
。

　（
文
責
：
大
同
生
命
契
約

審
査
課
〈
東
京
〉
寺
前
皓

子
）


